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聖霊降臨節第 12 主日  説教 「仲良きことは美しきかな」 要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 8 月 8 日  

マタイによる福音書 5:17～26

 一昨日には広島の原爆忌、そして、明
日は長崎の原爆忌と、敗戦直前にあった
悲惨な出来事を覚えて、私たちは今年も
礼拝を献げるものでありますが、その私
たちがこの朝聞いている御言葉がマタイ
による福音書５:17 以下の御言葉です。
そして、そこで思うことは悲惨な体験の
共有が必ずしも人と人とを結びつけるも
のではないということです。そして、そ
れについては御言葉が語るだけでなく、
祖父母よりよく聞かされたものでもあり
ました。ただ、すべての人がそうであっ
たわけではありません。その日生きるこ
とに精一杯であったとき、たった一杯の
食べ物を分け合ったということもまた事
実としてあるからです。ですから、世の
中捨てたもんじゃないのは確かなことで
す。けれども、その一方で、世の中が世
知辛いものであるというのも確かなこと
です。そして、それは、御言葉が語るよ
うに、極限状況だからということではあ
りません。私たちの今この時の足下に置
かれているものであり、何かを切っ掛け
に人と人とは互いに背を向け合うことが
あるからです。ただ、だからこそ、私た
ちは互いを理解し、関係性が破綻しない
ように努めねばなりません。武者小路実
篤が、晩年、「仲良きことは美しきか
な」と色紙に好んで書いたのはそれゆえ
のことでもありました。 
 ところで、仲がいいというのはどうい
うことなのでしょうか。それは、必ずし
も諍いがないことではありません。諍い
やぶつかり合い、せめぎ合いがあって
も、それでも関係性に破れが生じないこ
と、それが「仲が良い」ということだと
思います。まただから、喧嘩するほど仲
がいい、という言葉があるのでしょう。
では、ぶつかり合ったとして、どうして
関係性が損なわれないのか、一つには、
お互いを良く理解し合っているというこ
とです。もう一つは、関係性を破綻させ
てはならないとの共通認識があるという
ことです。収まるところに収まるのはそ
れゆえのことでもありますが、では、そ
のために何が必要なのか、それは、互い
に嘘がない、偽りがないということで
す。ただし、だから好きにものを言って
いいということではありません。そこに

は、大人としてのたしなみが求められま
す。ですから、私たちの秩序だった礼拝
は大人であることの一つの証しでもあり
ますが、そして、この日、大人と呼ばれ
ているその私たちが聞いているものがこ
の御言葉でもあるのです。 
 ただ、だからこそ、そこでまた思うの
です。私たちと深い関わりを持つ神様
に、私たちは本当に嘘偽りなく毎日を過
ごしているのでしょうか。また、イエス
様に対してはどうでしょうか。私たち
は、神様とイエス様に「あなたのことを
信じています」と日々言葉にしているわ
けですが、その言葉に嘘偽りはないでし
ょうか。では、もし嘘偽りがあるとした
ら、それはどうしてなのでしょうか。こ
の日の御言葉の厳しさはそんな私たちに
対し投げかけるものでもありますが、そ
れゆえ、牧師として私が思ったことは、
この御言葉をどのように聞いていけばい
いのかということでもありました。それ
は、19 節に「これらのもっとも小さな掟
を一つでも破り、そうするようにと人に
教える者は、天の国で最も小さい者と呼
ばれる」とあるからです。しかし、小さ
いと言われることはあまりに気になると
ころではありません。気になるところ
は、イエス様が仰る小ささが 22 節、23
節で言われていることです。そこではこ
う言われています。「しかし、私は言っ
ておく。兄弟に腹を立てる者は誰でも裁
きを受ける。兄弟に『ばか』と言う者
は、最高法院に引き渡され、『愚か者』
という者は、火の地獄に投げ込まれる」
と。 
 ここで「ばか」と言われていることは
「空虚な奴」ということです。つまり、
「中身がなく、空っぽである」というこ
とです。そして、「愚か者」とは、「神
なき者」ということです。そこで、私た
ちが時折使う「不信仰」という言葉を思
い出すのですが、ですから、私たちが返
す刀で切られないためにも、何を持って
それを口にしているかは、よくよく自ら
を振り返る必要があるように思います。
ただ、ガラテヤの信徒への手紙の中で、
使徒パウロは「ああもの分かりの悪いガ
ラテヤの人たち」と言っているのです。
口語訳聖書、新共同訳聖書では、多少ニ
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ュアンスを和らげる試みがなされていま
すが、けれども、文語訳聖書では「愚か
なるかな、ガラテヤ人」と直接的な表現
がなされています。ですから。ある先生
曰く、パウロのこの言葉は、「お前た
ち、馬鹿か」と訳せるもので、相当強い
言葉でもあるそうです。それゆえ、パウ
ロのこの言葉遣いはどうなのか、とも思
うのですが、ただ、ここでのイエス様の
お言葉については、誰が何を言ったか言
わなかったかというところに意味がある
わけではありません。なぜなら、このイ
エス様の言葉は、言った言わないの類い
のものではなく、この時の私たちに語り
かけられているものだからです。従っ
て、地獄の炎、ゲヘナの火に真っ先に曝
されるのは私たち牧師でもあるのでしょ
う。なぜなら、預言者を気取ってそのよ
うなことを口にすることがあるからで
す。ですから、その先生はこうも仰って
おりました。マタイ 18 章には「「わた
しを信じるこれらの小さな者の一人をつ
まずかせる者は、大きな石臼を首に懸け
られて、深い海に沈められる方がましで
ある。」とあるのですが、それゆえ、
「首に石臼をかけているのが牧師という
ものです」と、こう仰ってもおりまし
た。ですから、ここでイエス様がこのよ
うに厳しいことを仰るのは主にある兄弟
姉妹との関係性を、イエス様がそれだけ
大切にしているからでもありますが、そ
れゆえ、そこに嘘偽りはないのか、とい
うことが問われることになるのです。 
 ところで、私たちが兄弟姉妹に向かっ
て、「ばか」、「愚か者」と口にすると
きはどのようなときなのでしょうか。そ
れは、関係性に綻びが生じたときです。
そして、そのようなとき、教会の中で時
折聞く言葉が「神様とイエス様だけを見
ていればいい。神様とイエス様とだけし
っかり繋がっていればいい」というこの
言葉です。そして、私たちがそう思うこ
とは一見すると正しいようにも思いま
す。それは、肉の思いを捨てて神様の御
心に従うことを前面に押し出すものでも
あるからです。けれども、私たちはそう
考えても、イエス様はそうは考えてはい
ない、それがこの日の御言葉の中で語ら
れていることです。しかも、イエス様は
それをかなり厳しい口調で語っている、
それは、十字架の出来事が示すように、
神様の御心に徹底して生きたのがイエス
様でもあるからです。それゆえ、私たち
がこうしてイエス様を信じている以上、
イエス様が仰るように、律法を守り、そ

れを徹底して行うことが私たちの務めと
なるのです。ですから、そこで私たちに
求められることは、言った言わないの類
いではありません。私たちには守るべき
ものがあるということです。そして、先
週、そのことを学んだのが私たちでもあ
りました。 
 イエス様が私たちのことを「地の塩、
世の光」と断言するのは、この「地の
塩、世の光」と言われていることが「な
ろうとすること」でもなく、また、そう
「あらねばならないもの」でもないから
です。従って、ここに記されていること
は、私たちのあり方、生き様そのもので
あり、私たちが何を大切に毎日を生きて
いるか、ここで語られていることはそう
いうものだということです。それゆえ、
この「守るものがある」ということは、
それが私たちの生き方の軸であり、中心
となるということです。ですから、そう
考えれば、イエス様が私たちにこのよう
に厳しいことを仰るのはよく分かりま
す。なぜなら、そこから外れることは、
私たちが私たちではなくなることであ
り、イエス様にとってそれは到底耐えら
れないことでもあるからです。それゆ
え、イエス様がここで仰る厳しさは、い
わば親心に等しいものだとも言えるので
しょう。つまり、イエス様と私たちとが
それだけ近いから、このイエス様と私た
ちとの近さがイエス様をしてここでこの
ように言わしめているということです。
ただし、この近さを私たちは誤解しては
なりません。イエス様と私たちとの近さ
は、私たちから見て遠いか近いかという
ことではないからです。 
 「地の塩、世の光」ということが動か
しようもないものであるように、近さと
はただ近いということであり、それ以上
でもなければそれ以下でもないというこ
とです。そして、すべてこの前提に立っ
て語られているものがイエス様の言葉で
あり、特に、この前提を前面に押し出し
ているのが山上の説教でもあるのです。
ところが、私たちはどうか。この前提を
なかなか飲み込めずにいる、いや、飲み
込むことができないのではなく、一端飲
み込んだものを吐き出してしまった、そ
れがこの御言葉に聞いている私たちでは
ないでしょうか。ですから、ここでのイ
エス様のお言葉を私たちが厳しいと感じ
るのはそういう後ろ暗さがあるからで、
そして、それは、かつて幼子であった私
たちは、イエス様の仰ることを喜んで飲
み込んだことを覚えているからです。け
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れども、それにしてもどうして私たちは
一旦飲み込んだものを吐き出してしまっ
たのか、その経緯について御言葉は次の
ように言っています。 
 マタイ 11 章には「これらのことを知
恵ある者や賢い者には隠して、幼子のよ
うなものにお示しになりました。そうで
す。父よ、これは御心に適うことです」
とあり、また、皆さんよくご存じの第 1
コリント書の愛の賛歌では「幼子だった
とき、私は幼子のように話し、幼子のよ
うに思い、幼子のように考えていた。成
人した今、幼子のことを捨てた」とあり
ます。従って、御言葉がこう語るよう
に、イエス様の仰ることを私たちが素直
に受け止めることができないのは、私た
ちが成人したからでもありますが、で
は、「大人になる」ということはどうい
うことなのでしょうか。それは、この日
の御言葉に聞いていくなら、大人になる
ということは「守るべきものがある」と
いうことです。つまり、「大人」になる
ということは訳知り顔でいることでもな
く、また、偉ぶったり、利口ぶったりす
ることでもないということです。大人で
あることが「守るべきものがある」とい
うことであるように、それは、軸が定ま
っているということでもあるからです。
けれども、それは、だから、ぶれない、
揺らがないということではありません。 
 マルコの 9:14 以下に、我が子が汚れ
た霊に取り憑かれた父親が、癒やしを求
めイエス様のところにやって来たという
話があります。そこでその父親がイエス
様に言ったことが「おできになるなら、
私どもを憐れんでください」というもの
でした。そして、この言葉を受けてイエ
ス様は何と仰ったのか。それは「『でき
れば』というか。信じる者には何でもで
きる」というこの一言でありますが、す
ると、その父親はなんと言ったのか。そ
こで父親が口にしたことが「信じます。
信仰のない私を助けてください」という
ことでした。文語訳聖書の「我信ず、信
仰なき我を助けたまえ」ということでも
ありますが、このことはつまり、揺るぎ
ない確信の上に立っているものが私たち
の信仰ではなく、揺らぎながら、ぶれな
がらイエス様に「信仰なき我を助けたま
え」と告白すること、この経験の上に成
り立っているものが私たちの信仰である
ということです。ですから、私たちの信
仰が養われ、育まれ、強められるのは、
私たち自身がその弱さを克服し、過去の
ものとすることができたからではありま

せん。信仰的成長は弱さを誤魔化さず、
自分自身のありのままをイエス様に受け
止めていただいてこそのものであり、こ
のことはまた、イエス様に十字架という
「守るべきもの」があったように、人と
しての弱さを抱きしめ、神様の御心に聞
いてこそのものでもあるのです。ですか
ら、「大人」とは、自分自身の弱さを弱
さとして受け入れることのできる者であ
り、まただから、この弱さに働きかける
「守るべきもの」を「大人」は必要とし
ているということです。従って、イエス
様を前にした自分の無様な姿、神様の御
前にある見苦しさ、そういう自分から目
をそらさず、それ自体を神様とイエス様
に差し出し、その上で御心に従うこと、
それが大人であるということです。 
 しかし、それだけにまた、そういう意
味では非常に面倒臭いものが私たちの信
仰でもあるのでしょう。それは他人がな
かなか口にしないことを遠慮なく私たち
に求めてくるからです。けれども、それ
を語るのは誰なのか。他でもない、私た
ちの近くにあるイエス様が共にある私た
ちに向かって語るのです。ところが、そ
れをこうして聞いている私たちはどうな
のかというとなんとも心許ないものでも
あるのです。イエス様がここで仰ってい
ることにことごとく反しているのが私た
ちであり、まただから、成人した私たち
は、この無様さ、見苦しさに耐えきれ
ず、弱さを誤魔化そうとしてしまうので
す。まさに、私たちが日常的に「大人」
と呼んでいる態度が私たちをしてそのよ
うに自分自身を偽らせることになるので
す。それゆえ、当然のことではあります
が、それがイエス様が私たちに求められ
る「大人になる」ということではありま
せん。ですから、私たちがもしこのまま
でいいと真剣にそう思っているとした
ら、神様に見放され、見捨てられたとし
ても仕方ありません。まただから、御言
葉は預言者を通してこう語るのです。
「この民の心は頑なで、私に背く。彼ら
は背き続ける」と、また、「人の心は何
にもまして、とらえ難く病んでいる」
と、つまり、神様の目からすれば、それ
がまさに大人になろう、なろうとしてい
る私たちの偽らざる姿であるということ
です。 
 しかし、そうであるからこそまた、そ
の私たちに向かって、「あなたがたには
守るべきものがある」とそう仰っている
のが私たちのイエス様でもあるのです。
ただ、イエス様が私たちに対して厳しい
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言葉を投げかけるのは、その私たちを何
か別のものに変えようとしてのことでは
ありません。イエス様からすでに「地の
塩、世の光」と呼ばれているのが私たち
であるからです。ですから、私たちは別
の何かになる必要もなければ、なろうと
する必要もありません。求められている
ことは、このありのままの私たちであり
続けることです。まただから、イエス様
はそのような私たちのことを幸いである
と繰り返し語るのです。ところが、私た
ちは、この「幸いな自分自身であり続け
よ」とのイエス様の言葉に聞くのではな
く、イエス様以外のものに心動かされ、
ですから、時に、自らの満足、欲望を満
たしてくれるものを神のごとく拝み、ひ
れ伏すことさえ厭わないのはそれゆえの
ことでもあるのです。しかも、そのとき
の私たちは自称「大人」であるがゆえに
雄弁です。そうであることの理由をとう
とうと述べ、主張さえするのです。特
に、ここでイエス様が求めるようなこと
に対してはなおのことです。「イエス
様、そりゃ無理ですぜ。そんなことは誰
にだってできっこありませんよ。何な
ら、それを完璧にできる人を目の前に連
れてきてくださいよ」と、そう開き直る
ことさえするのです。ただ、イエス様に
対し面と向かって文句を言うなどなかな
かできることではありません。御言葉を
自分からなるだけ遠いところに置いて見
ないようにするのはそれゆえのことでも
ありますが、けれども、そうであるから
こそ、私たちが私たちであり続けるため
には、イエス様のように御言葉の内側に
我が身を置く必要があるのです。 
 ただし、我が身を御言葉の内側に置く
私たちの共同生活には常に綻びが見え隠
れしています。ですから、ここでのイエ
ス様の言葉は、私たちがそういうもので
あることを教えるものです。けれども、
ここで私たちが教えられることは、私た
ちの共同生活が破綻寸前だということで
はありません。このままでは破綻するに
違いないのたちとイエス様が共にいてく
ださっているということであり、つま
り、ここでのイエス様のお言葉は、イエ
ス様にとっては他人事ではないというこ
とです。ですから、ここでイエス様の仰
りたいことは、「ぶれて、揺らぐのはも
ってのほかだ」ということではありませ
ん。軸が定まらず、グズグズ言うことの
多い私たちであるのは間違いのないので
すが、その私たちが軸が定まり、「地の
塩、世の光」としての自分自身を取り戻

すことができるのは、私たちと共にある
イエス様が私たちのことをいつも気にか
けておられるからです。まただから、そ
こで私たちははたと気がつかされるので
す。その私たちとイエス様とは近い関わ
りにあることを。ですから、イエス様の
お言葉が私たちにとって耳に痛いのは、
イエス様との近さを私たちが実際に感じ
ているからでもあるのでしょう。 
 従って、私たちが忘れてはならないこ
とは、イエス様の声の届くところに自分
自身がいるということです。つまり、耳
に痛かろうが、厳しいことを言われて気
持ちがふさぎ込もうが、このイエス様の
お言葉から離れようにも離れられないと
ころにいるのが私たちであるということ
です。そして、それは、ちょうどイエス
様が神様の御言葉から離れることができ
なかったように、それが「近い」という
ことであり、それがイエス様を信じると
いうことであり、それが私たちであると
いうことです。ですから、私たちに「守
るべきものがある」のは、そういう意味
で私たちが私たちであり続けるために必
要なのであり、まただから、イエス様と
共にある私たちの日々の暮らしが、後は
野となれ山となれということにはならな
いのです。神の民の一人として私たちが
終わりの日までを歩み続けるために手を
尽くしてくださっているのがイエス様で
もあるからです。 
 ですから、そのためにも私たちは、耳
に痛いとか、厳しいとか、できるとかで
きないとか、そういう自分への拘りを手
放さなければなりません。なぜなら、私
たちは皆弱いのです。守ろうとしても守
れないし、いくら立派なことを言っても
すぐに馬脚を現すものでもあるのです。
そういう無様な姿をイエス様の前にさら
すしかないのが私たちであるわけです
が、けれども、イエス様はその私たちと
どこまでも共にいてくださっている、
「信仰なき我を救い給え」としか言葉に
できない私たちとイエス様はいつまでも
共にいてくださっている。だから、私た
ちは自らを誇るでもなく、また、人を卑
下するのでもなく、イエス様と共にある
ことを知っているがゆえに、いかなる状
況に置かれようとも、「地の塩、世の
光」として、イエス様の愛を現すことに
なるのです。ですから、そういう意味
で、イエス様と神様のお言葉に誠実に従
う私たちでありたいと思います。祈りま
しょう。 


